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大変形が見込まれる埋立地などの層別沈下測定は、手動測定が主流でした。従来のワイヤ式変位計による
自動計測の測定範囲は100mmであり、盛替えが多数必要になり、実用的ではありませんでした。長期的な
層別沈下測定を自動で行う場合、盛替えの回数をできるだけ少なくすることが必要です。この課題に対処すべく
当該計器は、測定範囲は280mmと従来より広く、盛替えが容易に行えるよう製作しました。
設置する際には計測器を、Φ86～116㎜程度のボーリング孔に最大で6点まで任意の測定を設けることが出来ます。

　　
　　　
　　　　　　　

～　ここにも活かせるエルメス技術　～

基礎／ケーソン

ダム・メンテナンス

エネルギー関連

斜面防災

道路関連

地盤／山留め

コンクリート構造

橋梁関連

　　　　

お問い合わせ

山岳トンネル／地下構造

近接施工

鉄道関連

シールドトンネル

東横エルメス　製造部　　　ＴＥＬ (042) 233-7715

軟弱地盤上の層別沈下を
ワイヤ式変位計で自動計測する

◆ 仕様

◆ 全体外観図（図面）

ISO9001

◆ 概要

◆ 変換部外観図(図面)


